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学位申請者   池  田   徹  志   
 
 
工学的に実世界と相互作用する知的システムを構築するためには，センサを用いて外界の状態を計測することが不
可欠である．人間が様々な感覚器を組み合わせて対象を観測しているように，工学的な知覚においても多種類のセン
サを組み合わせることにより，対象の様々な特徴を捉える知覚や，ロバストな知覚の実現につながると考えられる． 
これまでにセンサフュージョンの研究分野において，異種のセンサを統合した理解の研究が進められてきた．しか
し各センサで個別に認識処理を行い，結果を事後に統合する方式が主流である．これに対して，認識のより早期の段
階で異種のセンサの統合を進めることにより，従来は難しかった異なる物理量の柔軟な統合が実現され，異種センサ
統合の応用が広がる． 
 
本論文では，異種のセンサで同一の対象を計測した際に生じる観測信号間の相関関係に注目する． 
相関関係が検出された信号成分を結び付けることにより，認識の早期の段階で異種センサの統合が実現できる．こ
れまでにも観測信号の相関関係に注目した統合の研究が提案されてきたが，適用するための条件に様々な仮定があり，
種々のセンサに適用するためには問題が残されていた．本論文では，対象が安定して観測できない場合や，センサの
種類に依存して観測が安定しない場合などにもロバストに結びつけを行うための手法を提案し，種々のセンサを信号
の相関関係に基づいて結び付ける新しい異種センサ統合の枠組みを示す．また，同一のシーンを異なるセンサで観測
した場合に生じる相関関係を利用し，あるセンサで計測された情報を，別のメディアに変換して提示するメディア変
換手法を示す． 
 
第１章では，カメラとマイクロホンで人物を計測する場合を例として，認識の早期の段階でに音と画像を結びつけ，
移動する音源の位置同定を行う手法を示す．対象が移動する場合でも画像のセグメンテーションや画像上での追跡を
行わず，観測間の相関関係を最大化する規範によって結びつけと位置同定を同時に行う． 
 
第３章では，計測値が２値のセンサに対して，統計的性質に基づいて観測の相関関係を検出して結び付ける手法を
示す．歩行者の着地をON/OFFで計測する床センサと，歩行者が身につけた加速度センサによる信号を，２値信号の系
列に変換し，統計的検定を用いて相関関係を検出して結びつける手法を示す． 
 
第４章では，センサの観測の信頼性が変化する場合に，各センサの信頼性を考慮したロバストな統合を行う手法を
示す．LRF(Laser Range Finder)を用いた人位置計測結果に対して，歩行者が身につけた角速度センサを統合する例に
おいて，LRFによる観測の信頼性を評価した統合を行う． 
 
第５章では，統合するセンサの相関関係が周期的に変化する場合に，相関関係の変化をモデル化することにより，
ロバストな統合を行う手法を示す．LRFで計測した歩行者の脚の動きと，身につけた加速度センサで計測した着地のタ
イミングを，相関関係の周期的変化を考慮した評価に基づいて統合する． 
 
第６章では，同一のシーンを異なるセンサで観測した場合に生じる相関関係に注目し，異種メディア間の変換を行
う手法を提案する．全方位カメラで観測した情景を，音楽に変換して提示する手法を示す． 
 
第７章では，考察とまとめを行う． 

